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１．概要（Summary） 

サンプル（金電極付き）10 枚およびサンプル（シリコン

基板 Su-8 構造付き）6 枚は金電極を配置したマイクロ流

体デバイスで、これを用いて中国で環境汚染物質や生体

分子の蛍光・ラマン散乱分光計測を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクアライナー、ヘリコンスパッタリング、走査型電子

顕微鏡とレニショー社製 inVia シリーズ ラマンマイクロス

コープを利用した。 

【実験方法】 

マスクアライナーとヘリコンスパッタリング装置を利用、

Lift-off して、金電極を配置したマイクロ流体デバイスを

作成した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

サイズは 3 ｃｍ3 ｃｍのガラス基板上に、最小幅 50 

ｍの金電極を配置した。また、シリコン基板上に、Su-8 構

造加工、PDMS 反転、そして PDMS マイクロ流路を作成

した。 

  
Fig. 1 The illustration and the photograph of the 
microfluidic chip integrated with gold electrodes. 

 
Fig. 2 The SEM image of PDMS pillars in the microchannel. 

 

SEM 写真はマイクロ流路中に直径 50ｍの柱状

PDMS を拡大観察すると成功の加工が見えてきました 。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・CR と open facilities 管理と装置使用指導を深謝する。 

・共同研究者: 上野 貢生、三澤 弘明 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

(1) Kai SUN ， 「 International Workshop on 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 


